
　　　　

2024 年 10 月 8 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・最高の品質と心のこもった行動を通じて利用者様とその家族の笑顔と明るい未来の為に貢献していく
・障がい者が、生まれ育った地域の中で安心してずっと生活して年をとっていけるお手伝いができる会社になる

事業所名 ワンセルフとみおか（児童発達支援） 作成日支援プログラム（様式）

・必要な情報を視覚や聴覚から得られる支援を行う(絵カード、平仮名ボード、スケジュール)
・数の概念を理解し、視覚認知を高める(数字のマッチング、数を数える、数を合わせる)
・物体の形や機能、空間の認識(型パズル、形合わせ、物と物の距離感)

・音楽療育や会話から発語を促す(歌、パネルシアター、挨拶、返事)
・支援者、他児との会話や遊びを通して正しい言葉使いを覚える
・文字の読み書き(平仮名カード、平仮名パズル)

・遊びを通して他者の動きを真似する事で他者や社会との関わりの芽生えを支援する(相手の表情、感情を知る、自分の気持ちを伝える）
・見立て遊び、つもり遊び、ごっこ遊び、順番やルールのある活動、遊びを取り入れる(ままごと、ブロック、音楽療育)
・集団行動におけるルールやマナーを学ぶ(散歩、避難訓練)

支援方針
・音楽療育や集団活動、個別活動を通して、子どもたちが将来自立した生活を送る為のサポートを行う
・利用者の気持ちに寄り添って、成長出来るよう支援を行う
・周囲への感謝、挨拶、約束を守るなど利用者様の手本となる姿勢で対応する

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・季節に合わせた行事(夏祭り、プール、クリスマス会、餅つき)、製作を行う
・避難訓練(毎月1回、火災、地震、洪水、不審者)
・誕生会(誕生日該当者がいる月)

（別添資料１）

家族支援 ・保護者の子育てや将来に関する困り事や不安感に対する相談支援 移行支援
・本人の特性や保育園、児童発達支援等で受けてきた支援をモニタリング
や担当者会議、面談を通じて共有する

地域支援・地域連携
・担当者会議に参加、情報収集、情報共有を行う
・医療機関との情報共有、連携を行う

職員の質の向上
・社内研修(月1回、資料作成発表)
・社外研修への参加
・社内での他事業所研修

支　援　内　容

・衣服の着脱、調整、身だしなみ(身辺自立)
・日常生活力を身に付け、自立へ繋げる(食事、排泄、身支度)
・手先、指先の強化を活動に入れる(スプーン、トング、箸、鉛筆の使い方)

・日常生活に必要な姿勢保持の支援(バランスボール、トランポリン)
・視覚、聴覚、触覚などの感覚を活用出来るように音楽療育や遊びを通して支援を行う(音楽サーキット、粘土遊び、ボール遊び)
・療育活動を通して指先や動作の基本的技能の向上を促す(プットイン、箸、ひも通し)

本
人
支
援


